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注意欠陥多動性障がい（ADHD） 

●不注意（集中できない） 

●多動・多弁（じっとしていられない） 

●衝動的に行動する 

（考えるよりも先に動く） 

 

 

学習障がい（LD） 

●「読む」、「書く」、「計算する」

等の能力が、全体的な知的発達

に比べて極端に苦手 

知的な遅れを 
伴うことも 
あります 

広汎性発達障がい 

（厚生労働省発行パンフレット 

   「発達障害の理解のために」より参照） 

それぞれの障がいの特性 

アスペルガー症候群 

自 閉 症 

●基本的に、言葉の発達の遅れはない 

●コミュニケーションの障がい 

●対人関係・社会性の障がい 

●パターン化した行動、興味・関心のかたより 

●不器用（言語発達に比べて） 

●言葉の発達の遅れ 

●コミュニケーションの障がい 

●対人関係・社会性の障がい 

●パターン化した行動、 

こだわり 


